































































































 第 7章と第 8章では、第 6章までの農民工に関する分析から翻って、「包」について、先
駆者である柏祐賢と加藤弘之のそれぞれの「包」論を紹介し、筆者の「包」についての見解
を提示した。とくに、両者が見落とした、スクラップ＆ビルドの機能こそが「包」の中核に
ほかならない点を強調した。言い換えれば、柏と加藤は、時代の通俗的な言語（経済の停滞
と発展という現象）に囚われすぎたこと、さらに、発展論的思考に縛られ続けたことによっ
て、スクラップ＆ビルドの機能を軽視し、自由や社会そのものが再構成される中国社会の重
要な特徴を見落としてしまったといえる。そして、両者の「包」論を継承しつつ、最終的に
は、ハイエクの「自生的秩序」論を絡ませながら、「包」とは、「人びとが伝統や習慣のなか
から経済の発展と停滞のそれぞれの要因を内包し、利潤と自由を求める積極的「主観」に基
づき、スクラップ＆ビルドを繰り返す秩序」と定義した。そして、この相矛盾する要因を内
包し、決して直線的な発展論を描き切れないという特徴こそが、「中国的なるもの」として
「市場の秩序」であることを明らかとした。 
 終章では、筆者の体験に基づく「奇妙な宴会」を紹介し、誰にでも開放された一つの空間
としての「宴会」の存在を、「包」への入り口であるとともに、「市場の秩序」を学ぶための
空間であるした。そして、この宴会を開くことは、人びとの「主観」的な行為の結果であり、
このような「主観」が存在する限り、「包」、あるいは「中国的なるもの」としての「市場の
秩序」は再構成され続けることになるであろうという一つの仮説を提示した。 
